
 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋学院大学 

2026 年度一般選抜 出題の意図 
 

試 験 区 分  一般入試（中期） 

試 験 日  3 月 1 日 

科 目  国語 

 

設問Ⅰ 

 設問Ⅰは、駄田井正『成長から成熟へ』を題材としました。筆者は現代社会が抱える課題として「幸

福」について「経済成長」の側面から考察し、「文化」をキーワードに論を展開しています。本設問では

このような本文の内容を適切に理解し、読みとっているかを中心に問うています。漢字や慣用表現の基

本的な知識を問う問題にくわえて、図表の理解を問う問題も取り入れました。 

 

設問Ⅱ 

今回は、佐藤弘夫『日本人と神』から出題しました。本校はミッション系の大学でもあり、神概念に

関わる当テキストは宗教的なるものについて考えさせるよき題材文と考えました。内容も決して特定の

イデオロギーを押し付けるのではなく、むしろそこから一歩引いたところで、人間にとっての深層的な

「カミ」のあり方を探求するというものです。それを踏まえ、設問は単なる内容把握を超えかなり解釈

力を問うものとしました。本文にない表現を正答とするのもそのためです。 

 

 


